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　４月を迎え、各グループホームでの新たな生活が始まりました。今年から、新たに「ふれあい」を利

用される方、就労支援B型事業所「つむぎ」へ行かれる方などおられ、一人ひとりまた新たなチャレン

ジの一年になるのではないかと思います。今年度も皆さんが落ち着いて安心して楽しく過ごせるよう

に、職員一同も協力して、よりよいホームを築いていきたいと思います。　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(青い鳥　世話人　保利　翼)

●グループホーム (のぞみ・みらい・青い鳥・いこい)

　４月２日（月）に「有機農業の町」、「照葉樹林都市」などをスローガンとする町おこしの成功例と

して知られ、自然の中での人間らしい生活を求める全国各地からの移住者が後を絶たない、素晴らしい

綾町に就労継続支援Ｂ型事業所「つむぎ」が開所しました。「つむぎ」は日中通われる利用者様が生き

る喜びや楽しみを感じて、生きがいある生活を創り出すことをコンセプトとしています。以下に「つむ

ぎ」で行う仕事をご紹介させていただきます。

　まず地元、ＪＡ綾さんの「選果場」や「育苗セン

ター」の仕事です。この仕事を続けていくことで、地

元の方と利用者様が顔見知りとなり、「つむぎ」が地

域の方との関係の拠点となればと考えております。２

番目に、クリーン事業部の仕事です。この仕事は普通

の清掃ではなく、感染症に特化したホスピタル基準で

の清掃に取組み、利用者様を清掃のプロフェッショナ

ルに育てる仕事です。３番目に、自動車部品の組み立

ての仕事です。皆様が日頃使われている自動車のライ

ト、ドアミラー等の配線を組み立てます。４番目に、

エデンの園の環境整備の仕事です。以上、利用者様の

一人一人の得意な部分を支援スタッフで見つけながら仕事に取り組み、仕事のスペシャリストを育て、

働いていただいた分のお給料をお支払いしていきたいと思っています。

　綾に来られたときは「つむぎ」に是非、お立ち寄りください。　　　　　　　　　　　(徳原　潤)
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●つむぎ (就労継続支援Ｂ型事業所)

（それぞれの事業所からのご挨拶）



５

アート 作品

コー ーナ

●湊　雄大さん「ともだち」●

●工藤健治さん「そら」●

●山城博樹さん「うみのなかま」●

●三輪真誉さん「虹」●

●飯田郁子さん「笑顔」●

　様々なアート作品を紹介するコー

ナーです。今回はエデンの園で行わ

れている｢陶芸｣とクラブ活動で行わ

れる絵画を紹介します。

●工藤健治さん「そら」●

れる絵画を紹介します。

●山城博樹さん「うみのなかま」●

●三輪真誉さん「虹」●

●飯田郁子さん「笑顔」●絵画クラブの様子です！絵画クラブの様子です！

真剣なまなざしです！真剣なまなざしです！

絵画クラブの様子です！

真剣なまなざしです！
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山彦会様、家族会有志様

ボランティアボランティアボランティアボランティアボランティア

佐藤律子様、宮王丸郵便局様、菊池浩吉様、安田恵子様、大島たたみ店様、日高綺来里様、

黒木八郎様、宮崎歯科福祉センター様、長友幸浩様、寺田健一様、NPO法人オレンジ様、

宮崎清水町教会様（4 回）、郷原冨貴子様、西本夏雄様、宮崎清水町教会女性会様、渡辺静様、

海老原直宏様、坂元美知子様、海野淑子様、坂元美巴子様、宮崎清水町教会有志様、匿名（1）

寄贈品・寄附金ありがとうございます寄贈品・寄附金ありがとうございます寄贈品・寄附金ありがとうございます。寄贈品・寄附金ありがとうございます。寄贈品・寄附金ありがとうございます。

金垣基牧師(宮崎めぐみ聖書教会)、印慶子牧師(宮崎柳丸キリスト教会)、海老原直宏牧師(宮崎北聖書キリスト教会)、

原田彰久牧師(宮崎清水町教会)、荒平大輔牧師(宮崎北聖書キリスト教会)、浅野謙牧師(宮崎霧島キリスト教会)、

山口英希牧師(宮崎清水町教会)
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長友　真佐子地域福祉課　主任　相談支援専門員相 談 支 援 の 窓 か ら

　新緑の芽生える時期がきました。社会福祉法人エデンの園も新年度を迎え、事業所ごとに新し

い一歩を踏みだしています。利用者の皆様と共に生活をより良い物になるようにします。そのた

めには皆様の温かいご支援が必要です。何卒今年度も宜しくお願いします。（谷口博孝）

編 集

後 記

　午前中の静寂をやぶり「ただいま～！」の声で始まる午後。放課後等デイサービス麦わらぼうし

に通う子供たちの元気な挨拶で始まる場所で業務を行っている。

　相談支援事業が始まり丸４年経った。今まで他の相談支援専門員と一緒に200名近い方の相談に

乗ってきた。思い起こせば、事業を始めてすぐの頃、ある女性との出会いがあった。私もまだ駆け

出しで、彼女も親元を離れ、県外から誰も知り合いのいない宮崎へ就職のために来られた方であっ

た。２人とも「不安」の二文字が溢れる中での相談が始まった。視覚に障がいがあるので「生活」

となると、掃除、洗濯、調理、買物、移動・・・多くの支援が必要である事は明らかであった。彼

女の夢は「結婚したい」であり、その為には、「できる事は自分で出来るようになりたい」という

強い思いを持っておられた。その為、どれぐらい支援が必要か、どのような方向性で支援をお願い

するのか、長時間かけて話し合った。サービスがスタートしても上手くいかず、計画を変更し、役

所と相談を繰り返した。ようやく軌道に乗ったこの３月、県外へ転居となった。その時、彼女は

「料理はもう大丈夫です！たくさん教えていただき、出来るようになりました。今日はオムライス

を作ります！引っ越したら、もう調理の支援は必要ありません！それに、宮崎が大好きになりまし

た！」と言われた。サービス等利用計画を介して、本人を中心にサービス提供事業所と相談支援事

業がタッグを組み「自立」の第一歩を踏み出したのだ。

　全ての人は一人では生きていけない。支援者が親なのか、夫なのか、子どもなのか、同僚なの

か・・・その一つに「福祉」があると思う。例えば、放課後等デイサービス麦わらぼうしの子ども

達も、将来いろいろな形で「独立」する。いずれ、親は親として子どもを守りつつも、手を離さな

ければならない時、離すべき時が来るであろう。その時、福祉に「依存」するのではなく、福祉

サービスを上手く「利用」しながら、それぞれの「自立」の形を見つけていって欲しい。その為に

は、我々相談支援専門員は、サービス利用を支援するためだけでなく、「生きていく力」を身に付

けていけるようになるための支援も行える相談支援専門員でありたいと思う。
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